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1. このチュートリアルについて

このチュートリアルでは、TimeQuest タイミング・アナライザを使用してデザインに

制約を設定し、タイミング解析を行う手順について説明しています。このチュート

リアルでは、Quartus® II ソフトウェアに付属のデザイン fir_filter を使用します。 図 1
に、fir_filter の回路図を示します。

図 1. fir_filter デザインの回路図
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2. クイック・スタート・
チュートリアル

必要なシステム
このチュートリアルでは、Stratix、Cyclone、Max II、またはより新しいデバイス・

ファミリをターゲットにします。MAX 3000 および MAX 7000 デバイス・ファミリを

使用することも可能です。Quartus® II はバージョン 6.0 以降である必要があります。

APEX、FLEX、および Marcury デバイス・ファミリはサポートされていません。

手順
下記の手順に従い、TimeQuest タイミング・アナライザを使用してデザインに制約を

設定し、タイミング解析を行ってください。各ステップでは、GUI とコマンド・ライ

ンの両方の方法について説明しています。

ステップ 1: プロジェクトのオープン
Quartus II ソフトウェア上で、<qdesign folder>/fir_filter/ フォルダにある fir_filter を開

いてください。GUI とコマンド・ラインそれぞれの方法については、表 2 ‒ 1を参照

して下さい 。

ステップ 2: TimeQuest タイミング・アナライザの設定
Quartus II ソフトウェアは、Cyclone デバイス・ファミリに対してはクラシック・タ

イミング・アナライザをデフォルトのタイミング解析ツールとして使用します。

fir_filter プロジェクトで使用するタイミング解析ツールとして、TimeQuest タイミン

グ・アナライザを使用するように指定します。

1 このステップは、全てのプロジェクトで必要なわけではありません。新しいデバイ

ス・ファミリでは、TimeQuest タイミング・アナライザがデフォルトのタイミング解

析ツールとして使用されます。

表 2 ‒ 2に示す手順に従って、TimeQuest タイミング・アナライザをタイミング解析

ツールとして使用するように指定して下さい。

表 2 ‒ 1.  プロジェクトのオープン

Quartus II ソフトウェア GUI コマンド・ライン

File メニューから Open Project をクリックし、プロ
ジェクト・ファイル <Quartus II Installation

Folder>\qdesigns\fir_filter\fir_filter.qpf を開きま

す。

次のように入力します：

quartus_sh –s r
project_open fir_filter -revision \ 
filtrefr
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ステップ 3: 初期コンパイルの実行
デザインにタイミング制約を設定する前に、表 2 ‒ 3に示す手順に従って、初期の

データベースを作成します。初期のデータベースは、論理合成結果から生成されま

す。

Analysis & Synthesis のステップで、論理合成後（post-map）のデータベースが生成さ

れます。

1 初期データベースとして、配置配線後（post-fir）のデータベースを作成することも

できます。しかし、post-map データベースのほうが短い時間で作成できます。

ステップ 4: TimeQuest タイミング・アナライザの起動
タイミング制約の作成と検証のため、表 2 ‒ 4に示す手順に従って TimeQuest タイミ

ング・アナライザを起動します。TimeQuest シェルが開きます。

1 Quartus II ソフトウェアから TimeQuest タイミング・アナライザを起動した場合、カ

レントプ・ロジェクトが自動的にオープンされます。

GUI を使用して起動し、下記のメッセージが表示された場合は No を選択して下さ

い：

"No SDC files were found in the Quartus Settings File and filtref.sdc doesn't exist. Would you like 
to generate an SDC file from the Quartus Settings File?"

表 2 ‒ 2.  TimeQuest タイミング・アナライザの設定

Quartus II ソフトウェア GUI コマンド・ライン

1.Assignments メニューから、Settings をクリックし
ます。Settings ダイアログ・ボックスが開きます。

2.Category リストから、Timing Analysis Settings を選
択します。

3.Use TimeQuest Timing Analyzer during compilation に
チェックします。

4.OK をクリックします。

次のように入力します：
set_global_assignment -name \ 
USE_TIMEQUEST_TIMING_ANALYZER ON r

プロジェクトをクローズするには、次のように入力
します : project_close exitr

表 2 ‒ 3.  初期コンパイルの実行  ( 注 1)

Quartus II ソフトウェア GUI コマンド・ライン

Processing メニューから Start を選択し、Start Analysis 
& Synthesis をクリックします。

次のように入力します：quartus_map filtrefr

表 2 ‒ 3の注 :

(1) quartus_map コマンドは、論理合成後（post-map）のデータベースを作成するために使用されます。

表 2 ‒ 4.  TimeQuest タイミング・アナライザの起動

Quartus II ソフトウェア GUI コマンド・ライン

Tools メニューから、TimeQuest Timing

Analyzer をクリックします。

次のように入力します：

quartus_sta –s r
project_open fir_filter -revision filtrefr
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ステップ 5: Post-Map タイミング・ネットリストの作成
タイミング制約を指定する前に、タイミング・ネットリストを作成します。タイミ

ング・ネットリストは、Post-map または Post-fit のデータベースから作成することが

できます。このステップでは、表 2 ‒ 5に示す手順に従って、ステップ 3: 初期コンパ
イルの実行 で作成した post-map データベースからタイミング・ネットリストを作成

します。

1 タイミング・ネットリストは、Tasks ペインの Create Timing Netlist コマンドから作成

することはできません。 Tasks ペインの Create Timing Netlist で作成されるのは

Post-fit タイミング・ネットリストです。

ステップ 6: タイミング制約の設定
fir_filter デザインでは、2 つのクロックを定義する必要があります。各クロックのプ

ロパティについては、表 2 ‒ 6を参照して下さい。

表 2 ‒ 7に示す手順に従って、fir_filter デザインの適切なクロック・ポートにクロック

を定義して下さい。

f TimeQuest タイミング・アナライザでサポートされる制約の詳細については、

「Quartus II ハンドブックの Volume 3」にある「TimeQuest タイミング・アナライ

ザ」の章を参照して下さい。

表 2 ‒ 5.  Post-map タイミング・ネットリストの作成

 TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

1.Netlist メニューから、Create Timing Netlist をクリッ
クします。Create Timing Netlist ダイアログ・ボッ
クスが開きます。

2. Input netlist の下の Post-Map を選択します。

3. OK をクリックします。

次のように入力します：create_timing_netlist 
–post_map r

表 2 ‒ 6.  fir_filter デザインで使用するクロック

クロック・ポート名 タイミング要求
clk 50 MHz（デューティ・サイクル 50/50）

clkx2 100 MHz（デューティ・サイクル 60/40）

http://www.altera.com/literature/hb/qts/qts_qii53018.pdf
http://www.altera.com/literature/hb/qts/qts_qii53018.pdf
http://www.altera.com/literature/hb/qts/qts_qii53018.pdf
http://www.altera.com/literature/hb/qts/qts_qii53018.pdf
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1 -waveform オプションを使用しない場合、create_clockコマンドで定義される

クロックのデフォルトのデューティ・サイクルは 50/50 です。

f クロックのデューティ・サイクルの設定方法の詳細については、「Quartus II ハンド
ブック Volume 3」の「TimeQuest タイミング・アナライザ」の章を参照して下さい。

表 2 ‒ 7の手順を実行すると、クロックの定義は完了です。

ステップ 7: タイミング・ネットリストのアップデート
タイミング制約やタイミング例外を作成後、新しく定義した clk および clkx2ク

ロック制約をタイミング・ネットリストに適用するために、表 2 ‒ 8に示す手順を実

行してタイミング・ネットリストをアップデートして下さい。

1 新しいタイミング制約を追加した場合は、タイミング･ネットリストをアップデート

する必要があります。

ステップ 8: SDC ファイルの保存
クロックを定義してタイミング･ネットリストをアップデートした後、表 2 ‒ 9に示す

手順に従って、SDC ファイルを保存することができます。TimeQuest タイミング・

アナライザの GUI やコンソールで追加された制約は、自動では保存されません。

1 この後のフローで間違って制約を上書きしてしまった場合は、ここで保存した SDC
ファイルを使用して最初に設定した制約を復元して下さい。 

最初に作成した SDC ファイルは、デザインのタイミング制約とタイミング例外を含

む、ゴールデンの SDC ファイルとして使用できます。

表 2 ‒ 7.  クロックの作成およびクロック・ポートの割当

 TimeQuest タイミング・
アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

1.Constraints メニューで 
Create Clock をクリックし
ます。 Create Clock ダイア
ログ・ボックスが開きま
す。 

2. 50 MHzのクロックに対し、
表 2 ‒ 2 のパラメータを設
定します。100 MHz のク
ロックも同じ手順で設定
します。

次のように入力します：

#create the 50 MHz (20 ns) clock
create_clock –period 20 [get_ports clk] r
#create the 100 MHz (10 ns) clock
create_clock –period 10 –waveform {0 6} [get_ports clkx2] r

表 2 ‒ 8.  タイミング・ネットリストのアップデート

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール
Tasks ペインで、 Update Timing Netlist コマンドをダブ
ル・クリックして下さい。

次のように入力します：
update_timing_netlistr

http://www.altera.com/literature/hb/qts/qts_qii53018.pdf
http://www.altera.com/literature/hb/qts/qts_qii53018.pdf
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新しく作成される filtref.sdc ファイルには、ステップ 6: タイミング制約の設定で定義

した 2 つのクロック制約が記述されています。

Write SDC File コマンドは、既存の SDC ファイルを上書きしてしまう可能性がありま

す。上書きした場合、新しい SDC ファイルではコマンドの順番が保持されていませ

ん。従って、アルテラでは SDC ファイルを保存して、テキスト・エディタで編集す

ることを推奨しています。こうすることで、コマンドの順番などを自由に管理する

ことができます。 

ステップ 9: 初期タイミング・ネットリストでのタイミング・レポート生成
タイミング制約を追加してタイミング・ネットリストをアップデートした後、表
2 ‒ 10に示す手順でタイミング・レポートを生成し、全てのクロックが適切に、意図

したノードに定義されていることを確認します。TimeQuest タイミング・アナライザ

では容易にレポートを生成できるコマンドを提供していますので、デザインが全て

のタイミングを満たしていることを容易に確認することができます。

Tasksペインで Report SDCコマンドをクリックした際に作られるCreate Clockレポート

を図 2 ‒ 1に示します。

SDC Assignments レポートでは、デザインに設定されている全てのタイミング制約と

タイミング例外がレポートされます。2 つのレポートが生成され、1 つはクロック

で、もう 1 つはクロック・グループのレポートです。

表 2 ‒ 11に示す手順で、デザイン内の全てのクロックについてのレポートを生成して

下さい。

表 2 ‒ 9.  SDC ファイルの保存

 TimeQuest タイミング・アナライザ GUI TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

1. Tasks ペインで、Write SDC File コマンドをダブル・
クリックします。Write SDC File ダイアログ・ボッ
クスが開きます。

2. File Name フィールドで、filtref.sdcを指定し
ます。

次のように入力します：write_sdc 
filtref.sdcr

表 2 ‒ 10.  Report SDC コマンド

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Tasks ペインで、 Report SDC コマンドをダブル・ク
リックします。

次のように入力します：report_sdc r

図 2 ‒ 1.  SDC 制約レポートの生成
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図 2 ‒ 2に、Clocks Summary レポートを示します。

全てのクロック間転送を検証するには、表 2 ‒ 12に示す手順で Report Clock Transfers
コマンドを使用してレポートを生成します。 

Clock Transfers レポートを図 2 ‒ 3に示します。

Clock Transfers レポートを見ると、ソースが clk ドメインでデスティネーションが

clkx2ドメインのクロック間転送が存在します。clkがソース・ノードのクロックと

して、clkx2がデスティネーションのクロックとして使われるインスタンスは 16 
個あります。

表 2 ‒ 11.  Report Clocks レポートの生成

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Tasks ペインで、Report Clocks コマンドをダブル・

クリックします。

次のように入力します：report_clocks r

図 2 ‒ 2.  Clocks Summary レポート

表 2 ‒ 12.  Report Clock Transfers レポートの生成

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Tasks ペインで、 Report Clock Transfers コマンドをダブ
ル・クリックします。

次のように入力します：
report_clock_transfers r

図 2 ‒ 3.   Clock Transfers レポート
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デザインでは、clkドメインから clkx2 ドメインへのパスはフォルス・パスなので

解析する必要はありません。表 2 ‒ 13に示す手順に従って、clkドメインから

clkx2ドメインへのパスをフォルス・パスに設定して下さい。この作業後、

TimeQuest タイミング・アナライザは Clock Transfers レポートが古く、アップデートが

必要なことを示します。

1 2 つのクロック・ドメインをフォルス・パスとして定義する他の方法として、 

set_clock_groups コマンドがあります。例えば、set_clock_groups 
-asynchronous -group [get_clocks clk] -group [get_clocks clkx2 
と設定します。このコマンドでは、clkドメインから clkx2 ドメイン、および

clkx2 ドメインから clk ドメインへの全てのパスをフォルス・パスとして設定しま

す。この方法が推奨です。

新しいタイミング制約を追加したので、表 2 ‒ 14に示す手順に従ってタイミング･

ネットリストをアップデートして下さい。

GUI 上で set_false_pathコマンドを実行後、生成済みのレポートには「Out of Date」
のラベルが表示されます。それは、それらのレポートが TimeQuest タイミング・アナ

ライザで設定されている最新のタイミング制約と例外を繁栄していないことを示し

ています。レポートパネルをアップデートするには、全てのレポートを再生成する

必要があります。

コマンド・ライン上では、レポート生成のコマンドを再実行して下さい。GUI では、

レポートパネルの任意のレポート上で右クリックし、Regenerate または Regenerate 
all を選択して下さい。

タイミング・ネットリストをアップデート後、表 2 ‒ 15の手順に従って異クロック間

転送がフォルス・パスとして認識されていることを確認して下さい。

図 2 ‒ 4に、新しく生成された SDC Assignments レポートを示します。

表 2 ‒ 13.  フォルス・パスの設定

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

1.Clock Transfers レポートの列 From Clock から clk を
選択します。

2.右クリックし、Set False PathsBetween Clock 
Domains を選択します。これにより、clkドメイン
から clkx2ドメインへのパスはフォルス・パスに
設定されます。

次のように入力します：

set_false_path -from [get_clocks clk] \
-to [get_clocks clkx2] r

表 2 ‒ 14.  タイミング・ネットリストのアップデート

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Tasks ペインで、Update Timing Netlist コマンドを

ダブル・クリックします。

次のように入力します：update_timing_netlist 
r

表 2 ‒ 15.  Report SDC コマンドを使用した検証

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Tasks ペインにて、Report SDC をダブル・クリックし
ます。

次のように入力します：report_sdc r
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図 2 ‒ 4 に示すレポートから、クロック制約及びフォルス・パス制約が正しく設定さ

れていることがわかります。

Report Clocks および Report Clock Transfers コマンドを使用して、2 つのクロック間の転

送が解析されないことを確認します。 図 2 ‒ 5に、Clock Transfer レポートを示します。

f RR Paths 列に「false path」と表示され、このクロック間転送をフォルス・パスとして

設定したことが確認できます。

ステップ 10: SDC ファイルへの保存
デザインの全てのクロックとフォルス・パス制約を指定したので、表 2 ‒ 16に示す手

順に従って、タイミング制約と例外を SDC ファイルに保存します。

1 この手順により、既に作成された filtref.sdc ファイルは上書きされます。Write SDC 
File コマンドによって SDC ファイルが上書きされた場合、古い SDC ファイル中にあっ

たコメントなどは新しい SDC ファイルでは削除されています。 

filtref.sdc ファイルには、2 つのクロック制約とフォルス・パス制約が含まれていま

す。

図 2 ‒ 4.  SDC Assignments レポート

図 2 ‒ 5.   Clock Transfers レポート

表 2 ‒ 16.  SDC ファイルへの制約の保存 

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

1. Tasks ペインで、Write SDC File をダブル・クリック
します。Write SDC File ダイアログ・ボックスが開
きます。

2. File name フィールドに filtref.sdcと入力しま
す。

次のように入力します：write_sdc filtref.sdc 
r r
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ステップ 11. タイミング・ドリブンのコンパイルの実行
SDC ファイルにタイミング制約を保存した後にコンパイルを実行します。デザインの

タイミング制約を満たすように最適化が行われます。コンパイル実行前に、表 2 ‒ 17
に示す手順に従って、プロジェクトに SDC ファイルを追加して下さい。

SDCファイルをプロジェクトに追加後、表2‒18に示す手順に従ってデザインをフル・

コンパイルします。

コンパイル終了後、TimeQuest タイミング・アナライザによって Compilation Report 内
にサマリ・レポートが生成されます。そのレポートでは、セットアップやホールド

のチェックが行われます。

ステップ 12. TimeQuest タイミング・アナライザでのタイミング検証
特定のパスのタイミング解析を行うには、TimeQuest タイミング・アナライザ上でタ

イミング解析結果を確認します。

1 配置配線が官僚後、ステップ 4: TimeQuest タイミング・アナライザの起動で行った

手順をもとに TimeQuest タイミング・アナライザを起動します。

Post-fit タイミング・ネットリストの作成、SDC ファイルの読み込み、タイミング・

ネットリストのアップデートを行った後、表 2 ‒ 19に示す手順に従ってタイミング・

レポートを生成します。

表 2 ‒ 17.  プロジェクトに SDC ファイルを追加

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

1. Project メニューで、Add/Remove Files In Project をク
リックします。Add/Remove Files In Project ダイア
ログ・ボックスが開きます。

2. .sdc ファイルを探し、選択します。

3. OK をクリックします。

次のように入力します：

set_global_assignment -name SDC_FILE \ 
filtref.sdc r

表 2 ‒ 18.  フル・コンパイルの実行

 TimeQuest タイミング・アナライザ GUI TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Processing メニューで、Start Compilation をクリックし
ます。

次のように入力します：quartus_sh --flow 
compile filtref r
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1 Tasks ペインでレポート・コマンドをダブル・クリックした場合、Create Timing 
Netlist、Read SDC、Update Timing Netlist が自動的に順番に実行され、タイミング･

ネットリストまで生成します。

クロックのセットアップ・チェックでは、SDC ファイルで指定したタイミング制約

に違反しているレジスタ間のデータ転送がないことを確認します。表 2 ‒ 20に示す手

順に従ってデザインの全てのクロックについてのセットアップ・サマリー・レポー

トを作成し、タイミング違反がレポートされていないことを確認して下さい。

図 2 ‒ 6に、Summary (Setup) レポートを示します。

1 クロック clkx2 は、Summary (Setup) レポートには表示されません。なぜなら、ク

ロック clk とクロック clkx2 間のパスはフォルス・パスに設定されているためで

す。また、fir_filter デザインでは、clkx2 をクロックとして使うレジスタをデスティ

ネーションとするパスは存在しません。

レポートの列 Slack は、クロック clk はタイミングを満たし、スラックは 11.588 ns
あることを示しています。列 End Point TNS は、そのクロック・ドメインでの負のス

ラックの合計を示します。この値によって、あるクロック・ドメインでタイミング

違反の発生しているパスの数を推測することができます。

セットアップ・サマリー・レポートを生成後、表 2 ‒ 21に示す手順に従ってホール

ド・サマリー・レポートを生成します。

表 2 ‒ 19.  レポートの生成

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Tasks ペインにて、生成したいレポートのコマンドを
ダブル・クリックします。例えば、Report All 
Summaries をダブル・クリックします。

次のように入力します： 

create_timing_netlist r
read_sdc filref.sdc r
update_timing_netlist r

report_clocks r
create_timing_summary -setup r
create_timing_summary -hold r
create_timing_summary -recovery r
create_timing_summary -removal r
report_min_pulse_width -nworst 10 r

表 2 ‒ 20.  セットアップ・サマリー・レポートの生成

 TimeQuest タイミング・アナライザ GUI TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Tasks ペインで、Report Setup Summary をダブル・ク
リックします。

次のように入力します：create_timing_summary 
–setup r

図 2 ‒ 6.  Summary (Setup) レポート
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図 2 ‒ 7に、Summary (Hold) レポートを示します。

Summary (Hold) レポートは、クロック clk はタイミング制約を満たし、スラックが 

0.661 ns あることを示しています。

表 2 ‒ 22に示す手順に従って未制約のパスをレポートし、それらを完全に制約してか

らフル・コンパイルを行うようにして下さい。これにより、Fitter がクリティカル・

パスを確実に最適化できるようになります。

Report Unconstrained Paths コマンドを使用して、fir_filter デザインの全てのパスが制

約されているかを確認できます。

図 2 ‒ 8に Unconstrained Paths Summary レポートを示します。

Unconstrained Paths Summary レポートから、多くのパスが未制約であることが分かり

ます。

デザインの全てのパスにタイミング制約を設定するには、TimeQuest タイミング・ア

ナライザで使用できる全ての SDC 制約を利用して下さい。

表 2 ‒ 21.  ホールド・サマリー･レポートの生成

 TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

Tasks ペインで、Report Hold Summary をダブル・ク
リックします。

次のように入力します：create_timing_summary 
–hold r

図 2 ‒ 7.  Summary (Hold) レポート

表 2 ‒ 22.  未制約のパスのレポート

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール
Tasks ペインで、Report Unconstrained Paths をダブル・
クリックして下さい。

次のように入力します：report_ucp r

図 2 ‒ 8.  Unconstrained Paths Summary レポート
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fir_filter デザインを完全に制約するには、全ての入力ポートと出力ポートを制約する

必要があります。Set Input Delay および Set Output Delay ダイアログ・ボックスを使

用するか、 set_input_delay および set_output_delay コマンドを使用して、

入力ポートと出力ポートへの遅延値を設定します。

デザインに追加の制約を設定するために、入力と出力の遅延制約のみ含む追加の 

SDC ファイル （例えば inout_delay.sdc）を作成します。表 2 ‒ 23に示す手順に従って

入力と出力の遅延制約を設定し、ステップ 10: SDC ファイルへの保存で作成した新

規の SDC ファイルに追加して下さい。

入力と出力遅延制約を含む SDC ファイルを読み込むと、デザイン内の全てのポート

は制約されます。

1 制約を追加した後、タイミング･ネットリストをアップデートすることを忘れないで

ください。詳細については、ステップ 7: タイミング・ネットリストのアップデート
を参照して下さい。

デザイン中の全てのポートが制約されたことを確認するために、図 2 ‒ 9に示す 

Unconstrained Paths Summary レポートを生成します。

表 2 ‒ 23.  入力と出力遅延制約の設定

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール

1. Constraints メニューから、Set Input Delay をクリック
します。Set Input Delay ダイアログ・ボックスが開
きます。

2. 次のように設定します :
Clock name: clk
Delay value: 2
Targets: [get_ports {d[0] d[1] d[2] d[3] \
d[4] d[5] d[6] d[7] newt reset}]

3. Constraints メニューから、Set Output Delay をクリッ
クします。Set Output Delay ダイアログ・ボックス
が開きます。

4. 次のように設定します :
Clock name: clk
Delay value: 1.5
Targets: [get_ports {yn_out[0] yn_out[1] \
yn_out[2] yn_out[3] yn_out[4] yn_out[5] \
yn_out[6] yn_out[7] yvalid follow}]

入力ポートを制約するには、下記のように入力しま
す : 
set_input_delay -clock clk 2 \
[get_ports {d* newt reset}] r

制約するには、下記のように入力します :

set_output_delay -clock clk 1.5 \
[get_ports {yn_out* yvalid follow}] r

図 2 ‒ 9.  再生成した Unconstrained Paths Summary レポート
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表 2 ‒ 24に示す手順に従って、特定のクロックやノードに対するタイミング・レポー

トを生成します。表 2 ‒ 24に示す手順では、クロック clk を使用するデスティネー

ション・バス acc:inst3|result へのパスの、ワースト 10 のパスをレポートし

ます。

図 2 ‒ 10に、Report Timing レポートを示します。

デザインでタイミング違反の発生しているパスの詳細を確認するには、Tasks ペイン

の Report Top Failing Paths コマンドを使用して下さい。

表 2 ‒ 24.  Report Timing レポートの生成

TimeQuest タイミング・アナライザ GUI  TimeQuest タイミング・アナライザのコンソール e

1. Tasks ペインで、Report Timing をダブル・クリック
します。Report Timing ダイアログ・ボックスが開
きます。

2. 次のように入力します :
To Clock: clk
To: acc:inst3|result*
Report number of paths: 10

3.他のフィールドはデフォルト設定のままにしてお
きます。

次のように入力します：

report_timing -to_clock clk -to / 
acc:inst3|result* -setup -npaths 10 r

図 2 ‒ 10.  Report Timing レポート
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結論
新しいタイミング制約や例外を追加した後、Quartus II の Fitter を再度実行して、追

加したタイミング制約に従ってデザインを最適化させてください。所望のパフォー

マンスを得るには、タイミング制約の追加とコンパイルの作業を繰り返す必要があ

る場合があります。
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3. スクリプト記述例

コマンドおよび Tcl スクリプト
このセクションでは、コマンド・ラインからコンパイル・フロー全体を実行するコ

マンドおよび付随する Tcl スクリプトについて説明しています。

スクリプトを読み込むには、コマンド・プロンプトで式 3 ‒ 1に示すコマンドを実行

します。

timequest_setup.tcl スクリプトの内容を式 3 ‒ 2に示します。TimeQuest タイミング・ア

ナライザをデフォルトのタイミング解析ツールとして設定するには、このスクリプ

トを使用して下さい。

1 Quartus II ソフトウェアでは、Classic Timing Analyzer がデフォルトのタイミング解析

ツールとなっているデバイス・ファミリも存在します。 

main_postmap.tcl スクリプトの内容を式 3 ‒ 3に示します。このスクリプトを使用する

と、Post-map タイミング・ネットリストの作成、golden.sdc の読み込み、およびタ

イミング・レポートの生成までが実行されます。

式 3 ‒ 1.  スクリプトの読み込み
quartus_sh –t timequest_setup.tcl r
quartus_sta –t main_postmap.tcl r
quartus_sh –t fit_sdc_setup.tcl r
quartus_sta –t main_postfit.tcl r

式 3 ‒ 2.  timeqest_setup.tcl スクリプト内容
#open the filtref project
project_open filtref r
#set the TimeQuest analyzer as the default timing analyzer
set_global_assignment -name USE_TIMEQUEST_TIMING_ANALYZER ON r
#close the project
project_close r
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fit_sdc_setup.tcl スクリプトの内容を式 3 ‒ 4に示します。このスクリプトでは、

Quartus II の Fitter が指定したタイミング制約を満たすようにデザインを最適化するよ

うに設定を行います。

main_postfit.tcl スクリプトの内容を式 3 ‒ 5に示します。このスクリプトを実行する

と、Post-fit タイミング・ネットリストの作成、 golden.sdc および io_cons.sdc の読み

込み、タイミング・レポートの作成までが行われます。

式 3 ‒ 3.  main_postmap.tcl スクリプト
#file main_postmap.tcl
#Include the flow package to create a post-map netlist
package require ::quartus::flow r
#open the project in TimeQuest
project_open filtref r
#create a post-map database
execute_module -tool map r
#create the timing netlist based on the post-map results
create_timing_netlist -post_map r
#read in the constraints from the golden SDC file
read_sdc golden.sdc r
#update the timing netlist with the new constraints
update_timing_netlist r
#generated a clock report
report_clocks r
#generated a clock-to-clock report
report_clock_transfers r
#delete our post-map timing netlist
delete_timing_netlist r
#close the TimeQuest project
project_close r

式 3 ‒ 4.  fit_sdc_setup.tcl スクリプト
#open the filtref project
project_open filtref r
#add the filtref.sdc file to our Quartus II project
set_global_assignment -name SDC_FILE golden.sdc r
#close the project
project_close r
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golden.sdc と io_cons.sdc の内容を、それぞれ式 3 ‒ 6および式 3 ‒ 7に示します。

式 3 ‒ 5.  main_postfit.tcl スクリプト
#Include the flow package to create a post-fit netlist
package require ::quartus::flow r
#open the project in TimeQuest
project_open filtref r
#create a post-fit database
execute_module -tool fit r
#create a post-fit timing netlist
create_timing_netlist r
#read the golden SDC file and the I/O SDC file
read_sdc golden.sdc r
read_sdc io_cons.sdc r
#update the post-fit timing netlist with constraints
update_timing_netlist r
#report unconstrained paths
report_clocks r
create_timing_summary -setup r
create_timing_summary -hold r
create_timing_summary -recovery r
create_timing_summary -removal r
report_ucp r
#delete our post-map timing netlist
delete_timing_netlist r
#close the TimeQuest project
project_close r

式 3 ‒ 6.  golden.sdc ファイル
#create the 50 MHz 50/50 clock
create_clock –period 20 [get_ports clk] r
#create the 100 MHz 60/40 clock
create_clock –period 10 –waveform {0 6} [get_ports clkx2] r
#cut the clk and clkx2 domains
set_clock_groups -group [get_clocks clk] -group [get_clocks clkx2] r

式 3 ‒ 7.  io_cons.sdc ファイル
#set the input delays for the design
set_input_delay -clock clk 1.0 [get_ports {d[*] reset newt}] r
#set the output delays for the design
set_output_delay -clock clk 1.5  [get_ports {yn_out[0] yn_out[1] \
yn_out[2] yn_out[3] yn_out[4] yn_out[5] yn_out[6] yn_out[7] yvalid follow}] r
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追加情報

改訂履歴
下表に本ユーザーガイドの改訂履歴を示します。

アルテラへのお問い合わせ
Altera® 製品に関する最新の情報については、次の表を参照してください。 

表記規則
本書では、以下の表に示す表記規則を使用しています。

日付 バージョン 変更内容
2009 年 12 月 1.1 ■ 第 2 章の図を更新。

■ Quartus II ソフトウェア v9.1 用に更新。

2006 年 5 月 1.0 初版

問い合わせ先：   ( 注 1) 連絡方法 ウェブサイトのアドレス
テクニカル・サポート ウェブサイト www.altera.com/support 

テクニカル・トレーニング ウェブサイト www.altera.com/training

E メール custrain@altera.com

テクニカル・サポート 以外 ( 一般） E メール nacomp@altera.com

（ソフトウェア・ライセンス） E メール authorization@altera.com

注 :

(1) 詳しくは、日本アルテラまたは販売代理店にお問い合わせください。 

書体 意味

太字かつ文頭が大文字 コマンド名、ダイアログ・ボックス・タイトル、チェック・ボックス・オ
プション、およびダイアログ・ボックス・オプションは、太字かつ文頭が
大文字で表記されています。例：Save As ダイアログ・ボックス

太字 外部タイミング・パラメータ、ディレクトリ名、プロジェクト名、ディス
ク・ドライブ名、ファイル名、ファイルの拡張子、およびソフトウェア・
ユーティリティ名は、太字で表記されています。 例：fMAX, \qdesigns ディ
レクトリ、d: ドライブ、および chiptrip.gdf ファイル

斜体かつ文頭が大文字 資料のタイトルは、斜体かつ文頭が大文字で表記されています。 例：AN 
75: 高速動作ボードの設計

斜体 内部タイミング・パラメータおよび変数は、斜体で表記されています

例： tPIA、 n + 1

変数は、山括弧（< >）で囲み、斜体で表記されています。 
例： <file name>、 <project name>.pof ファイル 

文頭が大文字 キーボード・キーおよびメニュー名は、文頭が大文字で表記されていま
す。例：Delete キー、Options メニュー

http://www.altera.com/support
http://www.altera.com/training
mailto:custrain@altera.com
mailto:nacomp@altera.com
mailto:authorization@altera.com
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「小見出しタイトル」 資料内の小見出しおよびオンライン・ヘルプ・トピックのタイトルは、鉤
括弧で囲んでいます。例：「表記規則」

Courier type 信号およびポート名は、Courier フォントで表記されています。例：data1, 
tdi, input. アクティブ Low 信号は、サフィックス nで表示されています

（例：resetn)

表示されているとおりに入力する必要があるものは、Courier フォントで表
記されています。例： c:\qdesigns\tutorial\chiptrip.gdf. また、
Report ファイルなどの実際のファイルのセクション、ファイルの構成要素
への参照（例：AHDL キーワードの SUBDESIGN）、ロジック・ファンクショ
ン名（例：TRI）も Courier フォントで表記されています。 

1.、2.、 3.、 および
a.、b.、 c. など

手順など項目の順序が重要なものは、番号が付けられリスト形式で表記さ
れています。

■ ■ 箇条書きの黒点などは、項目の順序が重要ではないものに付いています。

v チェックマークは、1 ステップしかない手順を表します。

1 指差しマークは、要注意箇所を表しています。

c 注意は、製品または作業中のデータに損傷を与えたり、破壊したりするお
それのある条件や状況に対して注意を促します。

w 警告は、ユーザーに危害を与えるおそれのある条件や状況に対して注意を
促します。

r 矢印は、Enter キーを押すことを示しています。

f 足跡マークは、詳細情報の参照先を示しています。 

書体 意味
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